
研
究
ノ
ー
ト

﹃
玉
葉
和
歌
集
﹄
の
未
調
査
伝
本
に
つ
い
て

︱

佛
教
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
本
の
位
置
づ
け
と
特
徴

︱

中

條

敦

仁

千

古

利

恵

子

平
成
二
十
四
年
十
月
十
日
発
行

皇
學
館
論
叢
第
四
十
五
巻
第
五
号

抜
刷



研
究
ノ
ー
ト

皇
學
館
論
叢

第
四
十
五
巻
第
五
号

平

成

二

十

四

年

十

月

十

日

﹃
玉
葉
和
歌
集
﹄
の
未
調
査
伝
本
に
つ
い
て

︱
佛
教
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
本
の
位
置
づ
け
と
特
徴
︱

中

條

敦

仁

千

古

利
恵
子

□

要

旨

玉
葉
和
歌
集
の
現
存
伝
本
は
二
十
一
代
集
所
収
本
も
含
め
る
と
多

く
︑
そ
の
全
容
の
研
究
は
こ
れ
か
ら
と
い
え
る
︒
現
存
伝
本
中
で
︑

こ
れ
ま
で
未
調
査
で
あ
っ
た
佛
教
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
本
の
調
査

を
す
る
機
会
を
得
た
︒
そ
こ
で
︑
書
誌
調
査
お
よ
び
分
類
基
準
歌
の

有
無
の
確
認
を
お
こ
な
い
︑
こ
れ
ま
で
中
條
が
調
査
し
た
結
果
と
照

ら
し
合
わ
せ
る
こ
と
で
︑
当
該
本
の
玉
葉
和
歌
集
現
存
伝
本
に
お
け

る
位
置
づ
け
と
︑
伝
本
と
し
て
の
特
徴
を
述
べ
た
︒
そ
の
結
果
は
︑

現
状
四
類
に
分
け
ら
れ
る
玉
葉
集
伝
本
の
第
三
類
に
属
し
︑
特
に
宮

内
庁
書
陵
部
蔵
二
十
一
代
集
所
収
本
︵
函
架
番
号

四
〇
〇
・
一
〇
︶

に
限
り
な
く
近
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
︒
こ
の
こ
と
か
ら
︑
今
後
︑
佛

教
大
学
本
と
書
陵
部
本
の
本
文
異
同
の
調
査
を
お
こ
な
い
両
本
の
関

係
を
考
え
て
い
く
こ
と
が
課
題
と
し
て
残
さ
れ
る
︒

□

キ
ー
ワ
ー
ド

伝
本
研
究

玉
葉
和
歌
集

書
誌
調
査

分
類
基
準
歌

系
統
分
類
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一

は

じ

め

に

『玉
葉
和
歌
集
﹄︵
以
下
︑
玉
葉
集
と
表
記
︶
伝
本
の
先
駆
的
な
研
究
と

し
て
濱
口
博
章
氏
の
一
連
の
研
究
が
あ
る
︒

・
太
山
寺
本
玉
葉
和
歌
集
攷
︹
注
１
︺

・
桂
宮
本
玉
葉
和
歌
集
攷
︹
注
２
︺

・
禁
裡
本
玉
葉
和
歌
集
に
つ
い
て
︹
注
３
︺

・
陽
明
文
庫
蔵
玉
葉
和
歌
集
︵
甲
︶
本
攷
︹
注
４
︺

・
陽
明
文
庫
蔵
玉
葉
和
歌
集
︵
甲
︶
本
攷
︹
注
５
︺

・
正
中
二
年
奥
書
玉
葉
和
歌
集
攷
︹
注
６
︺

・
板
本
玉
葉
和
歌
集
の
本
文
校
訂
私
案
︹
注
７
︺

こ
れ
を
受
け
︑
岩
佐
美
代
子
氏
は
さ
ら
な
る
伝
本
調
査
・
整
理
を
進
め
︑

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
吉
田
兼
右
筆
本
︵
五
一
〇
・
一
三
︶
を
中
心
に
十
三
種

の
伝
本
を
対
象
に
し
︑
異
本
歌
の
所
収
状
況
・
詞
書
の
異
同
・
作
者
名
表

記
の
異
同
を
手
が
か
り
に
分
類
と
位
置
づ
け
を
お
こ
な
っ
た
︒
そ
の
結
果

を
﹃
玉
葉
和
歌
集
全
注
釈

別
巻
﹄
解
題
︹
注
８
︺に

ま
と
め
て
い
る
︒
こ
の
中
で
︑

岩
佐
氏
は
︑﹁
更
に
諸
伝
本
を
精
査
し
て
こ
の
表
︵
岩
佐
氏
作
成
の
分
類

表
︶
に
加
え
て
い
け
ば
︑
あ
る
程
度
系
統
立
て
も
可
能
で
あ
る
と
思
わ
れ

る
︒﹂
と
述
べ
て
い
る
︒
こ
の
こ
と
を
受
け
︑
中
條
は
さ
ら
に
伝
本
調
査

を
進
め
︑
そ
の
結
果
を
﹁
十
三
代
集
系
統
分
類
一
覧
︱
分
類
基
準
歌
と

系
統
分
類
表
︱
︹
注
９
︺﹂

と
し
て
ま
と
め
た
︒
そ
の
系
統
分
類
一
覧
作
成
段
階

で
は
未
調
査
で
あ
っ
た
佛
教
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
﹃
玉
葉
和
歌
集
﹄
を

調
査
す
る
機
会
を
得
た
た
め
︑
本
稿
で
は
︑
そ
の
伝
本
の
玉
葉
集
伝
本
全

体
に
お
け
る
位
置
づ
け
と
特
徴
を
報
告
す
る
︒

二

書
誌
デ
ー
タ

次
に
︑
佛
教
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
本
︵
以
下
︑
佛
大
本
と
表
記
︶
の

書
誌
デ
ー
タ
を
示
す
︒

＊
内
題
⁝
﹇
首
題
﹈﹁
玉
葉
和
歌
集
巻
第
一
﹂︵
以
下
︑﹁
玉
葉
和

歌
集
巻
二
十
﹂
ま
で
︶

＊
外
題
⁝
ナ
シ

＊
見
返
し
⁝
金
銀
箔
散
ら
し

＊
奥
書
⁝
ナ
シ

＊
冊
数
⁝
三
冊

＊
寸
法
⁝
縦
二
一
・
八
糎

×

横
一
五
・
五
糎
︵
⁝
︶

＊
表
紙
﹇
原
表
紙
﹈
⁝
黄
土
色
・
布
目
︑
四
角
織
紋
に
菱
散
ら
し

＊
装
丁
⁝
綴
葉
装

＊
本
文
行
数
⁝
一
〇
行
︵
和
歌
一
首
一
行
書
き
︑
詞
書
二
字
下
げ
︶

＊
書
入
⁝
あ
り
︵
墨
跡
・
主
本
文
と
同
筆
︶
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＊
貼
紙
・
付
箋
⁝
ナ
シ

＊
伝
来
・
旧
蔵
・
書
写
者
・
書
写
年
⁝
不
明

＊
紙
数
⁝
上
冊
︵
前
遊
紙
一
丁
︑
墨
付
き
一
三
七
丁
︑
後
遊
紙
一

丁

八
葉
︶

中
冊
︵
前
遊
紙
一
丁
︑
墨
付
き
八
九
丁

八
葉
︶

下
冊
︵
墨
付
き
一
四
二
丁
︑
後
遊
紙
一
丁

八
葉
︶

＊
そ
の
他
の
情
報

①
三
冊
の
内
訳

上
冊
⁝
巻
第
一
か
ら
巻
第
七
︵
春
上
・
下
︑
夏
︑
秋
上
・

下
︑
冬
︑
賀
︶

中
冊
⁝
巻
第
八
か
ら
巻
第
十
三
︵
旅
︑
恋
一
・
二
・
三
・

四
・
五
︶

下
冊
⁝
巻
第
十
四
か
ら
巻
第
二
十
︵
雑
一
・
二
・
三
・

四
・
五
︑
釈
教
︑
神
祇
︶

②
本
文
料
紙

烏
の
子
紙
︒
料
紙
は
﹁
無
地
﹂
と
﹁
金
箔
散
ら
し
﹂﹁
金

泥
に
て
草
花
︑
墨
流
し
︑
山
霞
︑
刷
毛
等
の

紋
様
を
施
し
た
も
の
﹂
が
あ
る
︒

③
書
き
入
れ

二
種
類
の
書
き
入
れ
︵﹁
本
文
脱
落
訂
正
﹂
と
﹁
イ
本

注
記
﹂︶
が
あ
る
︒
注
記
は
本
文
と
同
筆
︒

④
書
写
年
代
・
書
写
者
︵
稿
者
に
よ
る
推
定
︶

・
墨
色
︑
筆
跡
︑
料
紙
等
か
ら
︑
お
お
よ
そ
室
町
最
末

期
か
ら
江
戸
初
期
に
か
け
て
の
書
写
と
い
え
る
か
︒

・
筆
跡
は
流
暢
な
公
家
の
筆
跡
の
よ
う
で
あ
り
︑
装
丁
︑

料
紙
等
か
ら
考
え
る
と
︑
書
写
者
は
︑
公
家
あ
る
い

は
︑
上
級
武
家
の
可
能
性
が
高
い
︒

三

系
統
分
類
結
果

次
に
︑
こ
れ
ま
で
に
調
査
し
得
た
二
十
四
種
に
佛
大
本
を
加
え
た
計
二

十
五
種
の
伝
本
を
対
象
に
︑
系
統
分
類
を
行
っ
た
︒
分
類
の
方
法
は
︑
こ

れ
ま
で
の
伝
本
比
較
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
二
十
五
首
の
基
準
歌
︵
以
下
︑

分
類
基
準
歌
と
表
記
︶
の
収
録
状
況
に
よ
る
︒

︵
１
︶
分
類
基
準
歌

分
類
基
準
歌
は
︑
次
に
示
す
ａ
～
ｙ
の
二
十
五
首
で
あ
る
︒

百
首
歌
の
中
に

重
之
女

ａ

う
ぐ
ひ
す
の
ま
だ
も
の
う
げ
に
な
く
め
る
は
け
さ
も
梢
に
雪

や
ふ
る
ら
ん

︵
春
歌
の
中
に
︶

躬
恒

﹃
玉
葉
和
歌
集
﹄
の
未
調
査
伝
本
に
つ
い
て
︵
中
條
・
千
古
︶
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ｂ

あ
け
ぬ
と
も
を
り
や
ま
ど
は
む
梅
の
花
い
づ
れ
と
も
な
く
雪

の
ふ
れ
れ
ば

題
し
ら
ず

山
辺
赤
人

ｃ

き
て
み
べ
き
人
も
あ
ら
な
く
に
我
が
や
ど
の
梅
の
は
つ
花
ち

り
ぬ
と
も
よ
し

︵
題
し
ら
ず
︶

隆
教

ｄ

う
き
身
に
は
い
つ
と
も
わ
か
ぬ
涙
に
て
か
す
み
を
た
と
る
春

の
よ
の
月

︵
花
歌
と
て
︶

院
御
製

ｅ

ひ
と
と
せ
は
み
な
春
な
が
ら
す
ぎ
な
な
む
の
ど
か
に
花
の
色

も
み
る
べ
く

︵
露
を
よ
み
侍
り
け
る
︶

よ
み
人
し
ら
ず

ｆ

お
き
の
こ
る
草
葉
も
み
え
ぬ
夕
露
の
わ
が
袖
に
さ
へ
又
あ
ま

り
ぬ
る

海
辺
月
明

後
鳥
羽
院
御
製

ｇ

清
見
が
た
ふ
じ
の
煙
や
消
え
ぬ
ら
む
月
影
み
が
く
み
ほ
の
う

ら
波秋

歌
の
な
か
に

行
念
法
師

ｈ

山
の
は
を
む
ら
雲
な
が
ら
出
で
に
け
り
し
ぐ
れ
に
ま
じ
る
あ

き
の
よ
の
月

題
し
ら
ず

藤
原
為
成
朝
臣

ｉ

あ
づ
ま
ぢ
の
秋
の
空
に
そ
思
ひ
い
づ
る
都
に
て
見
し
春
夏
の
月

人
の
も
と
に
つ
か
は
し
け
る

小
野
小
町

ｊ

世
の
中
は
あ
す
か
川
に
も
な
ら
ば
な
れ
き
み
と
わ
れ
と
が
な

か
し
た
え
ず
は

︵
題
し
ら
ず
︶

人
麿

ｋ

む
ば
玉
の
妹
が
黒
髪
こ
よ
ひ
も
や
我
が
無
き
床
に
靡
き
て
ぬ

ら
ん三

条
院
み
こ
の
宮
と
申
し
け
る
時
女
房
に
物
申
し
け
る
に

位
に
つ
か
せ
給
て
の
ち
い
か
に
と
か
や
き
こ
え
け
れ
ば

前
大
納
言
公
任

ｌ

九
重
の
う
ち
は
か
は
れ
ど
み
か
き
も
り
お
な
じ
お
も
ひ
ぞ
い

ま
も
た
く
ら
ん

題
し
ら
ず

本
院
侍
従

ｍ

世
の
中
を
お
も
ふ
も
く
る
し
お
も
は
し
と
思
ふ
も
身
に
は
お

も
ひ
な
り
け
り

弘
長
百
首
歌
奉
り
け
る
時
遇
不
逢
恋

衣
笠
前
内
大
臣

ｎ

い
か
に
せ
ん
岩
間
を
伝
ふ
山
水
の
浅
き
契
は
末
も
と
ほ
ら
ず

寄
面
影
恋
と
い
ふ
心
を
よ
ま
せ
給
う
け
る

院
御
製

ｏ

人
の
見
す
る
面
か
げ
な
ら
ば
い
か
ば
か
り
我
が
身
に
そ
ふ
も

う
れ
し
か
ら
ま
し

︵
題
し
ら
ず
︶

前
大
僧
正
道
潤
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ｐ

木
木
の
花
も
え
い
づ
る
草
の
あ
さ
み
ど
り
い
づ
れ
も
春
の
色

に
成
り
ぬ
る

西
行
法
師
が
も
と
へ
つ
か
は
し
け
る

待
賢
門
院
堀
川

ｑ

こ
の
世
に
て
か
た
ら
ひ
お
か
ん
ほ
と
と
ぎ
す
し
で
の
山
ぢ
の

し
る
べ
と
も
な
れ

︵
歳
暮
の
心
を
︶

顕
輔

ｒ

は
か
な
く
て
く
れ
ぬ
る
年
を
か
ぞ
ふ
れ
ば
わ
が
身
も
末
に
な

り
に
け
る
か
な

後
法
性
寺
入
道
前
関
白
家
に
百
首
歌
よ
ま
せ
侍
け
る
中
に

歳
暮

俊
成

ｓ

あ
は
れ
な
り
数
に
も
あ
ら
ぬ
老
の
身
を
猶
た
づ
ね
て
も
つ
も

る
年
か
な

物
へ
ま
か
り
け
る
道
に
大
き
な
る
川
わ
た
る
と
て

御
形
宣
旨

ｔ

山
川
の
岩
ま
の
浪
の
高
け
れ
ば
か
へ
ら
ん
こ
と
の
か
た
く
も

有
る
か
な

持
統
天
皇
伊
勢
の
国
に
行
幸
の
時
都
に
留
り
て

︵
人
麿
︶

ｕ

を
み
の
浦
に
舟
の
り
す
ら
む
つ
ま
ど
も
の
玉
も
の
す
そ
に
し

ほ
み
つ
ら
む
か

西
院
皇
后
宮
と
お
な
じ
所
に
わ
た
ら
せ
給
け
る
が
外
へ
う

つ
ら
せ
給
け
る
時
か
の
宮
よ
り
思
へ
ど
も
つ
ら
く
も
有
る

か
な
う
り
ふ
山
い
か
に
せ
よ
と
か
立
ち
は
な
る
ら
ん
と
聞

え
さ
せ
給
け
る
御
返
し

︵
上
東
門
院
︶

ｖ

い
と
へ
ど
も
う
き
世
の
外
に
な
ら
ぬ
身
を
立
ち
は
な
る
と
も

お
も
は
ざ
ら
な
む
月
あ
か
き
夜
西
行
法
師
に
あ
ひ
て
出
家

の
こ
と
お
も
ひ
た
つ
由
か
た
ら
ひ
て
後
其
夜
の
な
ご
り
お

ほ
か
り
し
由
つ
か
は
す
と
て

中
院
入
道
右
大
臣

ｗ

夜
も
す
が
ら
月
を
な
が
め
て
契
り
お
き
し
そ
の
む
つ
ご
と
に

や
み
は
は
れ
に
き

此
身
如
水
月
の
心
を

前
大
納
言
公
任

ｘ

水
の
上
に
や
ど
れ
る
夜
半
の
月
影
の
す
み
と
く
べ
く
も
あ
ら

ぬ
我
が
身
を

法
師
品
寂
莫
無
人
声
読
誦
此
経
典
我
爾
時
為
現
清
浄
光
明

身
の
心
を
よ
み
侍
り
け
る

俊
成

ｙ

と
ふ
人
の
あ
と
な
き
柴
の
い
ほ
り
に
も
さ
し
く
る
月
の
光
を

ぞ
ま
つ

︵
２
︶
分
類
基
準
歌
の
収
録
状
況

次
に
︑
分
類
基
準
歌
の
収
録
状
況
を
︑
新
編
国
歌
大
観
番
号
に
よ
っ
て

示
す
︒
表
記
に
つ
い
て
は
︑
次
の
通
り
で
あ
る
︒

﹃
玉
葉
和
歌
集
﹄
の
未
調
査
伝
本
に
つ
い
て
︵
中
條
・
千
古
︶
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﹇
場
所
﹈
分
類
基
準
歌
の
玉
葉
和
歌
集
に
お
け
る
収
録
巻
名
・
部
立
お

よ
び
収
録
位
置

︿
既
出
﹀
分
類
基
準
歌
が
玉
葉
和
歌
集
に
先
行
す
る
勅
撰
集
に
収
録
さ

れ
て
い
る

︿
重
出
﹀
分
類
基
準
歌
が
玉
葉
和
歌
集
中
に
重
複
・
収
録
さ
れ
て
い
る

︿
後
出
﹀
分
類
基
準
歌
が
玉
葉
和
歌
集
以
後
の
勅
撰
集
に
収
録
さ
れ
て

い
る

︵
↓
○
︶
及
び
︵
↓
●
︶
の
表
記
に
つ
い
て

分
類
基
準
歌
ａ
︑
同
ｂ
は
伝
本
に
よ
り
︑
そ
の
収
録
場
所
に

異
同
が
あ
る
︒

後
に
示
す
﹁
系
統
別
︑
分
類
基
準
歌
収
録
状
況
一
覧
表
﹂
で

は
︑
ａ
．
ｂ
の
収
録
場
所
を
﹁
○
﹂﹁
●
﹂
印
で
区
別
し
︑

表
示
し
た
︒

な
お
︑︿
既
出
﹀︿
後
出
﹀
の
場
合
は
︑
そ
の
収
録
勅
撰
集
名
と
新
編
国

歌
大
観
番
号
を
記
し
た
︒

ａ
﹇
場
所
﹈
巻
第
一
・
春
上
・
四
一
次
︵
↓
○
︶
も
し
く
は

巻

第
十
四
・
雑
一
・
一
八
四
三
︵
↓
●
︶

ｂ
﹇
場
所
﹈
巻
第
一
・
春
上
・
六
三
次
︵
↓
○
︶
も
し
く
は

巻

第
一
・
春
上
・
六
二
次
︵
↓
●
︶

ｃ
﹇
場
所
﹈
巻
第
一
・
春
上
・
六
四
次

︿
既
出
﹀
後
撰
集
・
二
三

ｄ
﹇
場
所
﹈
巻
第
一
・
春
上
・
一
二
一
次

︿
重
出
﹀
一
八
五
七

ｅ
﹇
場
所
﹈
巻
第
二
・
春
下
・
一
七
三
次

ｆ
﹇
場
所
﹈
巻
第
四
・
秋
上
・
五
四
七
次

ｇ
﹇
場
所
﹈
巻
第
五
・
秋
下
・
六
六
四
次

︿
後
出
﹀
風
雅
集
・
六
二
二

ｈ
﹇
場
所
﹈
巻
第
五
・
秋
下
・
七
七
〇
次

︿
既
出
﹀
新
後
撰
集
・
三
八
六

ｉ
﹇
場
所
﹈
巻
第
八
・
旅
・
一
一
四
六
次

︿
重
出
﹀
一
九
七
九

ｊ
﹇
場
所
﹈
巻
第
十
一
・
恋
三
・
一
四
九
六
次

︿
後
出
﹀
風
雅
集
・
一
二
三
二

ｋ
﹇
場
所
﹈
巻
第
十
一
・
恋
三
・
一
五
五
七
次

︿
既
出
﹀
拾
遺
・
八
〇
二
︑
拾
遺
抄
・
三
六
〇

ｌ
﹇
場
所
﹈
巻
第
十
一
・
恋
三
・
一
五
六
六
次

ｍ
﹇
場
所
﹈
巻
第
十
一
・
恋
三
・
一
五
七
九
次

︿
重
出
﹀
二
五
四
五
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ｎ
﹇
場
所
﹈
巻
第
十
一
・
恋
三
・
一
五
八
三
次

︿
既
出
﹀
新
後
撰
集
・
一
〇
五
二

ｏ
﹇
場
所
﹈
巻
第
十
三
・
恋
五
・
一
七
九
四
次

︿
重
出
﹀
一
八
二
一

ｐ
﹇
場
所
﹈
巻
第
十
四
・
雑
一
・
一
八
五
三
次

ｑ
﹇
場
所
﹈
巻
第
十
四
・
雑
一
・
一
九
二
九

︿
既
出
﹀
新
後
撰
集
・
一
五
五
六

ｒ
﹇
場
所
﹈
巻
第
十
四
・
雑
一
・
二
〇
五
六
次

︿
重
出
﹀
一
〇
二
六

ｓ
﹇
場
所
﹈
巻
第
十
四
・
雑
一
・
二
〇
五
八
次

︿
重
出
﹀
一
〇
三
三

ｔ
﹇
場
所
﹈
巻
第
十
五
・
雑
二
・
二
〇
六
七
次

ｕ
﹇
場
所
﹈
巻
第
十
五
・
雑
二
・
二
〇
七
九
次

︿
既
出
﹀
拾
遺
集
・
四
九
三

ｖ
﹇
場
所
﹈
巻
第
十
六
・
雑
三
・
二
二
八
七
次

︿
後
出
﹀
新
続
古
今
集
・
九
一
一

ｗ
﹇
場
所
﹈
巻
第
十
八
・
雑
五
・
二
四
九
八
次

︿
既
出
﹀
新
後
撰
集
・
六
五
一

ｘ
﹇
場
所
﹈
巻
第
十
九
・
釈
教
・
二
六
四
七
次

ｙ
﹇
場
所
﹈
巻
第
十
九
・
釈
教
・
二
六
六
二
次

︿
既
出
﹀
新
後
撰
集
・
六
一
八

︵
３
︶
系
統
分
類
結
果

次
に
︑
分
類
基
準
歌
の
収
録
状
況
か
ら
︑
系
統
分
類
を
試
み
る
︒

記
載
に
あ
た
り
︑
以
下
の
記
号
な
ど
を
用
い
た
︒

・
各
伝
本
に
は
︻
鍋
島
︼︻
書
陵
Ｂ
︼
な
ど
の
略
名
を
付
し
た
︒

・
伝
本
の
整
理
番
号
上
に
付
し
た
﹁
＋
﹂﹁
＊
﹂
は
次
の
こ
と
を
示
す
︒

﹁
＋
﹂
は
岩
佐
氏
の
未
調
査
本
で
︑
中
條
が
調
査
し
追
加
し
た
伝
本

﹁
＊
﹂
は
稿
者
未
見
の
た
め
︑
岩
佐
氏
の
調
査
・
分
類
結
果
を
使

用
し
た
伝
本

な
お
︑﹁
＋
﹂
も
﹁
＊
﹂
も
付
し
て
い
な
い
無
印
の
も
の
は
︑
岩
佐
氏

の
調
査
対
象
伝
本
を
稿
者
も
調
査
し
た
も
の
で
あ
る
︒

﹇
第
一
類
﹈︵
分
類
基
準
歌
を
多
く
含
む
系
統
︶

１
︻
鍋
島
︼

武
雄
市
教
育
委
員
会
蔵
鍋
島
文
庫
蔵
本

２
︻
書
陵
冬
︼
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
冬
木
翁
筆
・
二
十
一
代
集

所
収
本
︵
四
〇
三
・
一
二
︶

﹃
玉
葉
和
歌
集
﹄
の
未
調
査
伝
本
に
つ
い
て
︵
中
條
・
千
古
︶
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﹇
第
二
類
﹈︵
切
出
注
記
を
持
つ
系
統
︶

３
︻
書
陵
Ｂ
︼
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
・
二
十
一
代
集
所
収
本

︵
四
〇
〇
・
七
︶

＋
４
︻
多
和
︼

多
和
文
庫
蔵
本
︵
一
一
・
一
︶

５
︻
陽
明
Ｂ
︼
陽
明
文
庫
蔵
本
︵
近
・
二
四
四
・
三
七
三
／

近
・
二
二
六
・
五
︶

＋
６
︻
歴
博
︼

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
︵
旧
高
松
宮
︶
蔵
・

二
十
一
代
集
所
収
本
︵
も
一
三
︶

﹇
第
三
類
﹈︵
既
出
・
重
出
・
切
出
歌
を
数
首
含
む
系
統
︶

＊
７
︻
書
陵
Ｃ
︼
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
・
二
十
一
代
集
所
収
本

︵
四
〇
〇
・
一
〇
︶

＋
８
︻
佛
大
︼

佛
教
大
学
蔵
本
︵
本
稿
に
お
い
て
紹
介
の
伝

本
︶

＋
９
︻
河
野
︼

河
野
美
術
館
蔵
・
二
十
一
代
集
所
収
本

︵
一
〇
一
・
六
八
二
︶

＋

︻
内
閣
Ａ
︼
内
閣
文
庫
蔵
本
︵
二
〇
〇
・
八
二
︶

10
＋

︻
内
閣
Ｂ
︼
内
閣
文
庫
蔵
本
︵
二
〇
〇
・
八
三
︶

11
︻
書
陵
親
︼
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
飛
鳥
井
雅
親
筆
本

12

︵
五
〇
三
・
二
一
七
︶

︻
臼
田
︼

臼
田
甚
五
郎
氏
蔵
正
中
二
年
奥
書
本

13
︻
太
山
︼

太
山
寺
蔵
明
石
長
行
寄
進
本

14

﹇
第
四
類
﹈︵
流
布
本
系
︑
既
出
・
重
出
・
切
出
歌
を
含
ま
な
い
系
統
︶

︻
陽
明
Ａ
︼
陽
明
文
庫
蔵
・
十
三
代
集
所
収
本
︵
近
・

15

五
三
・
六
︶

︻
書
陵
雅
︼
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
飛
鳥
井
雅
章
筆
・
二
十
一

16

代
集
所
収
本
︵
五
〇
八
・
二
〇
八
︶

＋

︻
書
陵
Ａ
︼
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
・
二
十
一
代
集
所
収
本

17

︵
Ｃ
一
・
九
七
︶

＋

︻
尊
経
︼

尊
経
閣
文
庫
蔵
・
二
十
一
代
集
所
収
本

18

︵
三
六
三
・
五
︶

＋

︻
蓬
左
︼

蓬
左
文
庫
蔵
伝
智
仁
親
王
筆
・
二
十
一
代
集

19

所
収
本
︵
一
六
四
・
二
︶

＋

︻
国
資
︼

国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
︵
福
田
秀
一
氏
旧

20

蔵
︶・
二
十
一
代
集
所
収
本

︵
ア
２
・
１
０
・
２
８
～
３
１
︶

＋

︻
桑
名
︼

桑
名
市
博
物
館
蔵
松
平
定
信
筆
・
細
写
十
三

21

代
集
所
収
本

︵
二
四
八
・
〇
三
〇
一
〇
〇
〇
九
五
︶

＋

︻
玉
里
︼

鹿
児
島
大
学
附
属
図
書
館
蔵
玉
里
文
庫
・

22

二
一
代
集
所
収
本
︵
天
三
六
・
四
九
四
︶

︻
正
版
︼

正
保
四
年
版
・
二
十
一
代
集
所
収
本

23
＋

︻
無
版
︼

無
刊
記
版
・
二
十
一
代
集
所
収
本

24
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︻
書
陵
兼
︼
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
吉
田
兼
右
筆
・
二
十
一
代

25

集
所
収
本
︵
五
一
〇
・
一
三
︶

︵
４
︶
系
統
別
︑
分
類
基
準
歌
収
録
状
況
一
覧
表

次
に
︑
各
伝
本
の
系
統
区
分
と
分
類
基
準
歌
の
収
録
状
況
を
︑
調
査
伝

本
全
体
の
関
係
を
概
観
す
る
た
め
に
表
と
し
て
ま
と
め
た
︵︻
表
１
︼
本

稿
末
に
提
示
︶︒
表
示
す
る
上
で
︑
次
の
略
号
を
用
い
た
︒

・
伝
本
名
は
︑︻
鍋
島
︼︻
書
陵
︼
な
ど
の
よ
う
に
﹁
系
統
分
類
結
果
﹂

の
略
号
で
記
載
し
た
︒

・﹁
○
﹂
は
分
類
基
準
歌
を
所
収
し
︑
×
は
所
収
し
な
い
こ
と
を
示
す
︒

・﹁
△
﹂
は
分
類
基
準
歌
が
細
字
書
入
れ
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
︒

・﹁
切
﹂
は
分
類
基
準
歌
の
頭
や
右
肩
に
﹁
切
出
﹂
の
注
記
が
あ
る
も
の
︒

・﹁
／
﹂
は
分
類
基
準
歌
の
前
後
も
歌
を
書
い
て
い
る
こ
と
か
ら
︑
有

無
を
判
断
し
に
く
い
も
の
︒

・︻
書
陵
Ｃ
︼
及
び
︻
佛
大
︼
の
分
類
基
準
歌
ｖ
は
︑
詞
書
は
存
す
る
が
︑

和
歌
本
文
を
欠
い
て
い
る
た
め
﹁
詞
迄
﹂
と
注
記
し
た
︒

・
表
中
﹁
○
﹂﹁
●
﹂
は
︑﹁︵
２
︶
分
類
基
準
歌
の
収
録
状
況
﹂
に
示

し
た
記
号
に
一
致
す
る
︒

︵
５
︶
佛
大
本
と
他
伝
本
と
の
関
係
に
つ
い
て

表
１
か
ら
見
て
明
ら
か
な
よ
う
に
︑
①
佛
大
本
系
統
分
類
上
︑
第
三
類

︵
既
出
・
重
出
・
切
出
歌
を
数
首
含
む
系
統
︶
に
位
置
す
る
こ
と
︑
書
陵

部
Ｃ
本
と
は
︑
②
分
類
基
準
歌
の
収
録
状
況
が
一
致
す
る
こ
と
︑
③
分
類

基
準
歌
ｖ
に
つ
い
て
共
に
詞
書
ま
で
は
存
在
す
る
が
︑
そ
の
和
歌
本
文
を

欠
い
て
い
る
こ
と
︑
④
こ
の
現
象
は
︑
現
在
調
査
し
得
た
他
伝
本
に
は
み

ら
れ
な
い
こ
と
の
①
～
④
の
四
点
が
明
ら
か
に
な
っ
た
︒
特
に
︑
書
陵
Ｃ

本
と
佛
大
本
は
︑
底
本
と
書
写
本
︵
親
子
関
係
︶
か
︑
あ
る
い
は
︑
同
一

祖
本
か
ら
派
生
し
た
本
︵
兄
弟
関
係
︶
と
い
う
︑
か
な
り
近
し
い
位
置
関

係
に
あ
る
と
想
定
で
き
る
︒

四

お

わ

り

に

以
上
︑
こ
れ
ま
で
の
伝
本
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
て
佛
大
本
の
系
統
分

類
上
他
本
と
の
関
係
の
特
徴
を
示
し
た
︒
稿
者
は
︑
現
在
書
陵
Ｃ
本
の
精

査
を
お
こ
な
え
て
お
ら
ず
︑
本
文
レ
ベ
ル
で
の
両
伝
本
の
よ
り
詳
細
な
関

係
の
把
握
は
で
き
て
い
な
い
︒
今
後
︑
書
写
状
態
︑
筆
跡
や
本
文
異
同
な

ど
の
比
較
調
査
を
お
こ
な
っ
た
上
で
︑
両
伝
本
の
詳
細
な
関
係
を
考
え
て

い
く
こ
と
が
課
題
と
し
て
残
さ
れ
る
︒

﹃
玉
葉
和
歌
集
﹄
の
未
調
査
伝
本
に
つ
い
て
︵
中
條
・
千
古
︶
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○ ○ ○ 庵 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ f

× △ ○

× × × × × × × × × × × × × ／ ×

× × × × × × 既y

内
閣
Ｂ

書
陵
親

所
蔵
者

略
号

× e

× × × × × × × × × × ○ ○ ○

× × ○ × ／ ○ ○ 庵 ○ × × × ○ ○ ○ p

× × × ／ × × × ×

三

佛
大

河
野

内
閣
Ａ

鍋
島

一

× × × × × × × × × 庵 ○ ○
切

○
切 ○ ○ ×

× × × ○ ○ 重o

× × × × × × × × ×

× × × × × × ×

玉
里

正
保

書
陵
兼

書
陵
部
Ｃ

○ ○
切

○
切 ○ ○ ○ ○ 重d

× × × × × × ×

× × × × × × × × × × ／ × × × × ×

× × × x

× × ×

尊
経

蓬
左

国
資

桑
名

× × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ 庵

／ × × × × × × × × ○ ○ 既n

× × ×

／ × × × × × × ×

太
山

陽
明
Ｂ

四

書
陵
雅

書
陵
Ａ

○ ○ ○ ○ ○ 庵 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 既c

×

○ 重m

× × × × × × × × × × × × ×

× × × × × × × × × × × × ×

臼
田

● ○ ○ b

× × × × × × × × × ○ ○

× × × × × × ／ × × × × ○
切

○
切 ○

○
切 ○

× × × × ／ × × × × × × × ○ ○ ○ 既w

× × × × ○ × × ○ ○ ○ ○ 庵 ○ ○ ○ ○

× ○
切

○
切 ○ × × × l

× × × × × × ×

○
切 ○ ○ 既v

× × × × × × × × ×

書
陵
部
冬

○ 庵 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ a

基
準

歌

× × × × ×

× × × × × × × ○ × × × × ／ ／ × ×

× × × × × × ／ × × 詞
迄

詞
迄 × × ×

二

書
陵
部
Ｂ

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○

× × ／ × × × × × × × × ○ ○ 既k

×

× × ○ ○ ○ 既u

× × × × × × ×

多
和

× × × 後j

× × × × × × × × × × ×

× × × × × × ／ × × 庵 ○ ×

陽
明
Ｂ

歴
博

無
刊

●
×

×
×

×
×

△
×

×
×

×
×

×
×

×

× × × × × × × × ／ × × × × ○
切 ○ ○

× × × × × ○ ○ t

× × × × × × ×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

× × × × × × ○切 × × 重i

× × × × ×

× × × × × × × × × × × × ／ × × ×

× × × ／ × × × × × × × × × × ×

× × ／ × × × × × × × ○切 ○ ○ 重s

×

○ × × × × × × × × ○
切 ○ ○ ○ ○ ○ 既h

○ ○ ○ 重r

× × × × × × × × × × ×

○
切 ○ ○ ○ ○ 後g

× × × × × × × × ×

× × × × × ○ ○ ○ ／ ○ ○ 庵 ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ 庵 ○ ○
切

× × × ○
切

○
切 ○

○
切 ○ ○ 既q

× × × × ×

【
表
１
】
分
類
基
準
歌
収
録
状
況
一
覧
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︵
注
︶

１
．﹁
太
山
寺
本
玉
葉
和
歌
集
攷
﹂︵﹁
甲
南
大
学
文
学
会
論
集
﹂
第
四
号

一
九
五
六
年
︶

２
．﹁
桂
宮
本
玉
葉
和
歌
集
攷
﹂︵﹁
甲
南
大
学
文
学
会
論
集
﹂
第
六
号

一
九
五
七
年
︶

３
．﹁
禁
裡
本
玉
葉
和
歌
集
に
つ
い
て
﹂︵﹁
国
語
国
文
﹂
一
九
五
八
年
︶

４
．﹁
陽
明
文
庫
蔵
玉
葉
和
歌
集
︵
甲
︶
本
攷
﹂︵﹁
国
語
国
文
﹂
一
九
五

九
年
︶

５
．﹁
陽
明
文
庫
蔵
玉
葉
和
歌
集
︵
甲
︶
本
攷
﹂︵﹁
甲
南
大
学
文
学
会
論

集
﹂
第
九
号

一
九
五
九
年
︶

６
．﹁
正
中
二
年
奥
書
玉
葉
和
歌
集
攷
﹂︵﹁
甲
南
大
学
文
学
会
論
集
﹂
第

十
号

一
九
五
九
年
︶

７
．﹁
板
本
玉
葉
和
歌
集
の
本
文
校
訂
私
案
﹂︵﹃
中
世
和
歌
の
研
究
︱
資

料
と
考
証
︱
﹄︵
新
典
社
研
究
叢
書

新
典
社

一
九
九
〇
年
︶

32

８
．﹃
玉
葉
和
歌
集
全
注
釈

別
巻
﹄︵
笠
間
書
院

一
九
九
六
年

９
．﹁
十
三
代
集
系
統
分
類
一
覧
︱
分
類
基
準
歌
と
系
統
分
類
表
︱
﹂

︵﹁
自
讃
歌
注
研
究
会
会
誌
﹂
第
九
号
・
二
〇
〇
一
年
︶

︹
付
記
︺
今
回
︑
佛
教
大
学
の
御
厚
意
に
よ
り
︑
未
整
理
・
未
調
査
の
資

料
を
閲
覧
さ
せ
て
頂
い
た
︒
茲
に
記
し
て
︑
謝
意
を
表
す
る
次
第

で
あ
る
︒

︵
ち
ゅ
う
じ
ょ
う

あ
つ
し
・
皇
學
館
大
学
教
育
学
部
助
教
︶

︵
せ
ん
こ

り
え
こ
・
京
都
文
教
短
期
大
学
幼
児
教
育
学
科
教
授
︶

﹃
玉
葉
和
歌
集
﹄
の
未
調
査
伝
本
に
つ
い
て
︵
中
條
・
千
古
︶
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